
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇わかる授業を目指します。 
 
 
 
 

◎めあてをもつ、発言する、振り返りを

書く機会を大事にした授業 

◎研究授業（１人年１回） 

◎教師同士の相互授業参観（随時） 

◇あいさつや返事ができる子を
育てます。  

 
 
 
◎先手必勝の挨拶 

◎音楽集会・児童集会 

◎学年児童会の取り組み 

◇めあてをもって体力つくりに

取り組む子を育てます。 
 

 

 
 

 

◎マラソンタイム・縄跳び検定 

◎学年マラソン大会 

◎１日６０分の運動（登下校含む） 

◇基礎学力の確実な定着を目指

します。 

 

 
◎朝学習（水～金） 

◎スキルアップタイム（水） 

◎水小テスト（年３回） 

 

◇いじめ０を目指して思いやり
の心を育みます。 

 
 
 
 

◎縦割り班清掃…美しい環境つくり 

◎縦割り班集会…異学年との交流 

◎お互いを認め合う学級づくり 

◇安全教育の充実を図ります。 
 
 
 
 

◎交通安全教室（４月） 

◎登校指導（月１回） 

◎避難訓練（年４回） 

◎副読本を活用した防災教育 

◇継続して家庭学習ができる子
を育てます。 

 
 
 
◎10分×学年を目安の時間に 

◎家庭学習の手引きの活用 

（内容面の指導） 

◎家庭学習強化週間（学期１回） 

◎調べたり、文を書いたりする課題 

◇本に親しむ子を育てます。 
 
 
 
 
◎朝読書・読み聞かせ（月：１５分） 

◎読破目標達成者の表彰 

◎読書週間（年３回） 

 

◇生活習慣定着に向けて取り組
みます。  

 
 
◎生活の見直し（生活調べ、放課後計画表） 

◎メディア利用のルールつくり 

◎学級懇談会、地区懇談会での情報提

供と家庭との連携 

 

家庭学習・音読の習慣づけ 家庭での仕事や役割の分担 メディア利用のルールづくり 

 

ア 保護者や地域の声を生かした学校経営を進めます。 

（保護者アンケート、地区懇、学校評議員会等） 

イ 学校や子どもの取組状況についての積極的な情報発信を行います。 

ウ 地域人材・学校支援地域本部事業や地域環境を教育活動に生かした取り組みを行います。 

エ 幼稚園、保育園・認定子ども園、中学校との交流・連携を進めます。 

 

開かれた学校を

すすめます 

  

○「授業がよく分かる」割合の肯定

的評価８５％以上 

○自分から先に挨拶している児童

の割合８５％以上 

○マラソンタイム校庭１日５周以上 

○縄跳び １年８級 ２年７級 

３年６級 ４年５級 

５年４級 ６年３級 

○水小テスト９０点以上 ○思いやりのある言葉づかい（スマ

イル言葉）をしている児童の割合

８５％以上 

○交通安全に気をつけたり真剣に

避難訓練に取り組んだりする児

童の割合８５％以上 

○授業で学んだことを家庭で復習

している児童の割合８５％以上 

 

○必読冊数⇒低 70冊以上 

中 50冊以上 

高 40冊以上 

○メディア利用平日２時間以内 

 
 

 


